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平
成
３０
年
２
月
２６
日（
月
）１３

時
か
ら
協
会
会
議
室
に
お
い

て
、
理
事
１４
名
、
幹
事
３
名
出

席
の
も
と
、
秋
山
冨
士
雄
副
会

長
を
議
長
と
し
て
第
３
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
の
内
容
は
次
の
通
り
。

〇
委
員
会
担
当
理
事
に
つ
い
て

平
成
３０
年
度
、
３１
年
度
の
委

員
会
担
当
理
事
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
供
給
可
能
量
調
査

委
員
会
の
担
当
理
事
に
つ
い
て

２
人
体
制
に
し
た
ら
ど
う
か
と

の
提
案
が
あ
り
、
鵜
飼
幸
治
理

事
と
佐
久
定
規
理
事
が
担
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

〇
平
成
３０
年
度
通
常
総
会
に
つ

い
て事

務
局
か
ら
、
１
月
２３
日
㈫

神
戸
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

平
成
３０
年
度
通
常
総
会
へ
の
参

加
者
は
１
８
６
名
で
あ
っ
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

〇
平
成
３１
年
度
通
常
総
会
に
つ

い
て平

成
３１
年
度
通
常
総
会
は
、

平
成
３１
年
１
月
２５
日（
金
）、
愛

知
県
・
名
古
屋
市
で
開
催
す
る

と
の
決
定
を
受
け
、
事
務
局
に

お
い
て
賛
助
会
員
に
会
場
の
選

定
と
見
積
り
を
依
頼
し
た
。
そ

の
結
果
、
総
会
の
開
催
可
能
な

名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
全
館

（
１２
箇
所
）
と
も
イ
ベ
ン
ト
等

に
よ
り
満
室
で
あ
っ
た
。
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
交
通
利
便
性

を
考
慮
す
る
に
名
古
屋
市
内
で

の
開
催
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
開
催
日
を
１
月
２１
日
か
ら

１
月
３１
日
に
範
囲
を
広
げ
探
し

た
と
こ
ろ
、
２４
日
に
ス
ト
リ
ン

グ
ス
ホ
テ
ル
名
古
屋
、
２９
日
に

ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
名
古
屋
に
空

き
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
２
つ
の

ホ
テ
ル
か
ら
見
積
り
を
と
り
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

日
程
の
変
更
は
や
む
を
得
な
い

も
の
と
し
、
開
催
経
費
が
安
価

で
あ
っ
た
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
名

古
屋
で
、
１
月
２９
日
（
火
）
に

開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

〇
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

静
岡
県
島
田
市
の
池
谷
俊
裕

氏
（
池
谷
農
園
）
か
ら
入
会
の

申
込
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
審

査
の
結
果
、
入
会
が
認
め
ら
れ

た
。

〇
北
京
国
際
園
芸
博
覧
会
に
つ

い
て平

成
３１
年
４
月
か
ら
半
年
の

予
定
で
開
催
さ
れ
る
北
京
国
際

園
芸
博
覧
会
の
農
林
水

産
省
検
討
委
員
に
栗
原

隆
治
氏
が
委
嘱
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
協
会
と
し
て

も
詳
細
が
見
え
て
き
た

段
階
に
お
い
て
、
協
力

に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
。

〇
青
年
部
と
の
懇
談
に

つ
い
て

理
事
会
と
青
年
部
と

の
懇
談
に
つ
い
て
は
、
青
年
部

の
意
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段

階
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
。

３
月
１６
日
（
金
）
に
日
比
谷

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て

第
１２
回
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ

く
り
」
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
環

境
省
が
、
香
り
樹
木
や
草
花
を

使
用
し
た
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ

く
り
の
優
良
な
香
り
環
境
を
創

出
す
る
企
画
を
支
援
す
る
目
的

で
、
（
公
社
）
に
お
い
・
か
お

り
環
境
協
会
、
（
公
社
）
日
本

ア
ロ
マ
環
境
協
会
、
（
一
社
）

日
本
植
木
協
会
が
共
催
し
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
当
協
会
か

ら
宍
倉
孝
行
会
長
、
秋
山
冨
士

雄
副
会
長
及
び
新
樹
種
部
会
か

ら
森
川
雅
広
副
部
会
長
、
栗
原

隆
治
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
委
員
長
、
お
よ
び
事
務
局

が
出
席
し
た
。
表
彰
式
は
環
境

省

水
・
大
気
環
境
局
の
早
水

輝
好
局
長
よ
り
、
開

会
の
挨
拶
が
さ
れ
た

後
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

及
び
選
考
に
関
わ
っ

た
委
員
の
方
々
が
紹

介
さ
れ
、
表
彰
式
に

移
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
環
境
大
臣
賞

１
点
、
に
お
い
・
か
お
り
協
会

賞
１
点
、
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協

会
賞
１
点
、
日
本
植
木
協
会
賞

１
点
の
ほ
か
入
賞
３
点
・
奨
励

賞
２
点
の
９
団
体
が
表
彰
さ
れ

た
。環

境
大
臣
賞
は
、
認
定
特
定

非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
他
が
企
画
し

た
「
香
っ
て
食
べ
て
元
気
を
育

む
七
里
ヶ
浜
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ

ン
」
が
、
（
一
社
）
日
本
植
木

協
会
賞
は
、
奈
良
県
の
平
和
会

吉
田
病
院
が
企
画
し
た
「
癒
し

の
森
、
香
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
ガ
ー

デ
ン
」
が
受
賞
し
た
。

表
彰
後
、
藤
田
八
暉
選
考
委

員
長
か
ら
受
賞
に
対
す
る
講
評

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
の
記
念
撮

影
を
も
っ
て
表
彰
式

を
終
了
し
た
。

な
お
、
受
賞
７
団

体
（
奨
励
賞
は
除

く
）
に
は
日
本
ア
ロ

マ
環
境
協
会
、
日
本

植
木
協
会
よ
り
、
副

賞
の
樹
木
が
贈
ら
れ

る
。表

彰
式
終
了
後
、

環
境
省
吉
川
圭
子
室

長
の
司
会
に
よ
り
、

受
賞
団
体
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
活
動
状

況
や
受
賞
企
画
の
実

施
に
向
け
て
の
抱
負
な
ど
が
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
発
表
に
対
し

て
委
員
か
ら
の
助
言
等
が
あ

り
、
日
本
植
木
協
会
賞
を
受
賞

し
た
団
体
に
は
秋
山
冨
士
雄
委

員
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈

ら
れ
た
。
最
後
に
、
東
京
農
業

大
学
名
誉
教
授
の
近
藤
三
雄
氏

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

新
樹
種
部
会
が
取
り
組
ん
だ
高

崎
市
の
国
立
重
度
知
的
障
害
者

総
合
施
設
「
の
ぞ
み
の
園
」
の

「
香
り
の
新
樹
種
見
本
林
」
が

紹
介
さ
れ
、
こ
の
講
演
を
も
っ

て
イ
ベ
ン
ト
の
す
べ
て
が
滞
り

な
く
終
了
し
た
。

平
成
３０
年
度

第
３
回
理
事
会
を
開
催

環
境
省
主
催
第
１２
回「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

応援メッセージを贈る
秋山冨士雄副会長

奈良県の平和会吉田病院さまに賞状を贈る
宍倉孝行会長

平成31年
通常総会開催の
ご 案 内

１．開催日
平成31年1月29日（火）

２．会 場
ヒルトンホテル名古屋

愛知県名古屋市
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青
年
部
会
・
平
成
３０

年
度
通
常
総
会
は
、
福

岡
県
博
多
市
の
ホ
テ
ル

セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多
に

て
２
月
７
日
（
水
）
１３

時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
１０

時
よ
り
同
ホ
テ
ル
で
幹

事
会
が
行
わ
れ
た
。

定
刻
通
り
、
司
会
は

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、
福
岡

県
支
部
の
久
光
泰
輔
氏

の
司
会
進
行
に
よ
り
、

総
会
参
加
者
１
１
２

名
、
委
任
状
参
加
２７
名
で
総
会

成
立
の
定
員
数
に
達
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
清
水
謙
一
副
部

会
長
の
開
会
宣
言
に
続
い
て
、

櫻
井
太
部
会
長
か
ら
、
２
年
間

に
渡
る
部
会
長
と
し
て
の
想
い

と
、
後
任
の
新
幹
事
役
員
に
期

待
を
込
め
た
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
担
当
理
事
の
横
田
豊

氏
か
ら
、
青
年
部
会
で
大
い
に

仲
間
作
り
を
す
る
こ
と
、
そ
し

て
青
年
部
会
で
役
が
回
っ
て
き

た
ら
嫌
な
顔
を
せ
ず
、
引
き
受

け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
仲
間
と

そ
の
経
験
が
、
今
後
の
自
分
の

仕
事
等
に
大
い
に
役
に
立
つ
こ

と
で
し
ょ
う
と
の
挨
拶
を
頂
い

た
。
来
賓
挨
拶
で
は
副
会
長
船

橋
修
一
氏
よ
り
、
緑
育
出
前
授

業
へ
の
多
大
な
協
力
に
対
す
る

お
礼
を
頂
き
、
ま
た
少
な
い
資

金
で
年
に
６
回
の
幹
事
会
、
幹

事
・
支
部
長
合
同
会
議
、
全
国

研
修
会
等
、
ま
た
理
事
と
の
意

見
交
換
会
等
、
活
発
に
活
動
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
い

た
。
そ
し
て
、
こ
の

人
口
減
の
中
、
京
セ

ラ
の
名
誉
会
長
稲
盛

和
夫
氏
の
言
葉
「
手

の
切
れ
る
よ
う
な
も

の
を
作
り
な
さ
い
」

を
挙
げ
ら
れ
て
、
手

の
切
れ
る
よ
う
な
感

動
と
安
ら
ぎ
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
植
木

を
作
っ
て
い
頂
き
た

い
。「

ひ
ら
め
き
と
、情

熱
と
、行
動
力
」
を

皆
さ
ん
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
、
こ
の
業
界
を
盛
り
上
げ
て

行
っ
て
欲
し
い
と
祝
辞
を
賜
っ

て
議
事
に
移
行
し
た
。

議
長
選
任
で
は
福
岡
県
支
部

の
林
田
悠
氏
が
就
任
し
、
議
事

録
署
名
人
を
鹿
児
島
県
支
部
の

内
田
義
一
氏
、
野
付
康
志
氏
を

指
名
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
長
よ
り
、
第
一
号
議
案
と

第
二
号
議
案
、
第
三
号
議
案
と

第
四
号
議
案
は
関
連
性
が
あ
る

た
め
、
一
括
審
議
の
提
案
が
あ

り
会
場
よ
り
賛
同
を
得
た
。

第
一
号
議
案

平
成
２９
年
度
事

業
報
告
、
第
二
号
議
案

平
成

２９
年
度
決
算
・
監
査
報
告
に
つ

い
て
。

平
成
２９
年
度
事
業
報
告
は
正

副
部
会
長
、
総
務
委
員
長
、
事

業
委
員
長
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ

り
、
部
会
員
動
向
、
総
会
、
幹

事
・
支
部
長
合
同
会
議
、
全
国

研
修
会
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
、
本
協
会
出
向
委
員
会
な
ど

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
平

成
２９
年
度
決
算
は
事
務
局
よ
り

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
監
事

の
古
賀
敬
至
氏
よ
り
監
査
報
告

が
有
り
、
諸
帳
簿
、
証
拠
書
類

等
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
議

長
が
、
一
号
、
二
号
議
案
の
一

括
採
決
を
行
い
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

平
成
３０
年
度
事

業
計
画
案
、
第
四
号
議
案

平

成
３０
年
度
事
業
予
算
案
に
つ
い

て
。櫻

井
太
部
会
長
よ
り
組
織
の

拡
充
・
活
性
化
、
組
織
の
強

化
、
研
修
の
充
実
、
Ｐ
Ｒ
活
動

の
推
進
、
本
協
会
事
業
へ
の
参

加
、
関
係
機
関
と
の
交
流
、
部

会
４０
周
年
記
念
準
備
金
積
立
そ

し
て
緑
育
出
前
授
業
の
実
施
計

画
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
平
成
３０
年
度
事
業
予
算
案

が
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

議
長
が
第
三
号
議
案
、
四
号
議

案
の
一
括
採
決
を
行
い
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

第
五
号
議
案

役
員
改
選
に
つ

い
て
。

役
員
候
補
者
と
し
て
、
１１
名

の
幹
事
、
そ
し
て
２
名
の
監
事

を
選
出
し
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。
新
役
員
は
一
旦
退
席

し
新
執
行
役
員
を
決
定
し
た
の

ち
、
再
入
場
し
、
新
部
会
長
に

森
田
直
樹
氏
、
副
部
会
長
に
荒

井
秀
史
氏
と
井
本
大
祐
氏
、
総

務
委
員
長
に
柏
木
肇
氏
、
事
業

委
員
長
に
福
島
啓
輔
氏
が
就
任

し
た
事
を
報
告
し
た
。
（
別
表

参
照
）

第
六
号
議
案

次
回
開
催
地
に

つ
い
て

平
成
３１
年
度
通
常
総
会
は
第

４０
回
記
念
総
会
と
し
て
、
東
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
開
催
す
る
こ

と
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。以

上
の
議
案
を
も
っ
て
総
会

を
終
了
し
た
。

た
か
も
く
よ
し
ひ
こ

総
会
記
念
講
演
に
高
杢
禎
彦
氏

『
ガ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
も
の
』

午
後
３
時
１０
分
よ
り
下
記
内

容
で
総
会
後
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

本
名
高
杢
禎
彦
。
昭
和
３７
年

９
月
９
日
生
ま
れ
。
福
岡
県
久

留
米
市
生
ま
れ
。
柳
川
高
校
在

学
中
の
８０
年
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ

結
成
に
参
加
。
卒
業
後
、
久
留

米
理
容
美
容
専
門
学
校
を
卒

業
。
８３
年
「
ぎ
ざ
ぎ
ざ
ハ
ー
ト

の
子
守
歌
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ

ュ
ー
。
９２
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌

合
戦
を
最
後
に
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ

解
散
。
解
散
後
は
ソ
ロ
と
し
て

活
動
し
、
音
楽
・
映
画
・
部

隊
・
講
演
等
に
活
動
の
場
を
広

げ
る
。
そ
の
後
、
「
愛
が
生
ま

れ
た
日
」
で
歌
手
と
し
大
ヒ
ッ

ト
後
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
活
躍
し
た
大
内
義
昭
と

ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
音
楽
活
動
を

展
開
。
著
書
と
し
て
「
チ
ェ
ッ

カ
ー
ズ
」
・
「
ガ
ン
が
教
え
て

く
れ
た
大
切
な
も
の
」
を
発

表
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ラ
ジ
オ

番
組
、
映
画
多
数
出
演
。

講
演
内
容
と
感
想

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
高
杢

禎
彦
氏
の
若
い
頃
の
映
像
が
流

れ
、
そ
の
後
に
高
杢
氏
が
登

場
。
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
て
い
た

通
り
の
方
で
、
会
場
が
ぱ
っ
と

華
や
い
だ
よ
う
で
し
た
。
保
育

園
時
代
か
ら
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ

（
藤
井
フ
ミ
ヤ
氏
・
藤
井
尚
之

氏
）
と
一
緒
だ
っ
た
よ
う
で
、

学
生
時
代
の
や
ん
ち
ゃ
な
お
話

は
、
「
ち
っ
ち
ゃ
な
頃
か
ら
悪

ガ
キ
で
…
」
と
歌
詞
を
連
想
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

高
杢
氏
の
ト
ー
ク
は
、
一
つ

ひ
と
つ
の
言
葉
に
優
し
さ
が
感

じ
ら
れ
、
笑
い
も
交
え
な
が

ら
、
家
族
の
こ
と
、
病
気
の
こ

と
、
周
り
の
大
切
な
人
の
こ
と

を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
完
全
に
高
杢
氏
ワ
ー

ル
ド
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。
「
…
ま
だ
、
人
の
気
持

ち
に
気
づ
か
な
か
っ
た
」
と
話

さ
れ
た
こ
と
は
、
自
分
に
も
置

き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、

「
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け

な
い
」「
今
日
、
朝
に
目
が
覚

め
た
こ
と
に
感
謝
」。
だ
か
ら

「
今
日
も
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
と
言

葉
が
胸
に
響
き
、
目
頭
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に

は
質
問
も
飛
び
交
い
、
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
回
答
し
て
頂
き
、

拍
手
喝
采
で
記
念
講
演
が
終
了

し
た
。

総
会
後
、
同
会
場
で
開
始
さ

れ
た
懇
談
会
で
は
、
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
長
豊
岡
敏
則
氏
の
祝
辞
の

あ
と
、
福
岡
県
支
部
長
梶
村
和

男
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
和
気
あ

い
あ
い
の
ム
ー
ド
の
中
、
互
い

に
親
睦
を
深
め
た
。

青
年
部
会
の
お
知
ら
せ

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
が
統

合
し
て
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
、
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
と
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

が
統
合
し
て
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

と
な
り
、
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
４
ブ

ロ
ッ
ク
で
構
成
し
ま
す
。

社 園 名

㈱レコムグリーン

荒井苗木園

㈲井本緑化資材

柏木園芸

㈲福岡緑化情報センター

神根葡萄園

㈲越川園

新倉園

㈱浅井農園

㈱山地緑化センター

㈲石松樹苗園

㈲櫻井エンタープライズ

㈲清幸園

氏 名

森田 直樹

荒井 秀史

井本 大祐

柏木 肇

福島 啓輔

矢作 大介

越川 芳弘

新倉 恭治

浅井 洋平

山地 祐司

石松要一郎

櫻井 太

清水 謙一

道府県

愛 知

茨 城

熊 本

神奈川

福 岡

埼 玉

千 葉

東 京

三 重

香 川

熊 本

島 根

東 京

役 職

部会長

副部会長

副部会長

総務委員長

事業委員長

幹事

幹事・ブロック長

幹事

幹事・ブロック長

幹事・ブロック長

幹事・ブロック長

監事

監事

青
年
部
会

議長の林田悠氏

青年部新役員メンバー

青
年
部
会
平
成
３０
年
度

通
常
総
会
を
博
多
で
開
催青年部会執行部

櫻井太（前）部会長

青年部新役員 右から５番目森田直樹部会長

新部会員紹介

船橋修一副会長司会の久光泰輔氏
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teatime

平
成
３０
年
度
新
樹
種
部
会
通

常
総
会
は
、
悪
天
候
に
見
舞
わ

れ
、
出
席
予
定
者
が
出
席
で
き

な
く
な
る
状
況
と
な
っ
た
中
２１

名
の
参
加
を
得
て
、
２
月
６
日

（
火
）福
岡
県
久
留
米
市
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
久
留
米
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
丹
下
副
部
会
長
の

司
会
で
進
行
さ
れ
、
森
川
副
部

会
長
の
開
会
宣
言
で
開
始
さ
れ

た
。初

め
に
眞
鍋
憲
太
郎
部
会
長

の
挨
拶
、
引
き
続
き
来
賓
の
船

橋
修
一
協
会
副
会
長
、
鵜
飼
幸

治
担
当
理
事
か
ら
祝
辞
を
頂
い

た
。次

に
、
議
長
選
出
が
行
わ

れ
、
司
会
者
が
出
席
者
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
司
会
者
に
一
任
と

の
提
案
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

議
長
に
岡
山
県
支
部
の
大
村
数

也
氏
を
指
名
し
た
。
議
長
は
、

議
事
録
署
名
人
に
京
都
府
支
部

の
小
島
幹
央
氏
と
千
葉
県
支
部

の
川
口
和
繁
氏
を
指
名
し
出
席

者
の
承
認
を
得
た
後
。
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案

平
成
２９
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い

て
は
、
眞
鍋
部
会
長
が
、
部
会

員
の
動
向
及
び
主
要
会
議
等
の

報
告
を
行
い
、
引
続
き
、
各
委

員
長
（
足
澤
匡
広
報
普
及
委
員

長
、
栗
原
隆
治
み
ど
り
香
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
委
員
長
、
越
川

芳
弘
新
し
い
造
園
樹
木
の
研
修

委
員
長
、
川
原
田
邦
彦
技
術
研

修
委
員
長
、
山
崎
隆
雄
販
売
可

能
量
調
査
副
委
員
長
、
石
川
重

明
デ
ー
タ
管
理
委
員
長
）
か
ら

事
業
報
告
が
な
さ
れ
、
事
務
局

か
ら
の
決
算
報
告
後
に
新
倉
健

治
監
事
よ
り
事
業
及
び
決
算
は

適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
経

費
の
使
途
に
つ
い
て
も
正
当
で

あ
る
と
の
監
査

報
告
が
行
わ
れ

た
。議

長
は
こ
の

報
告
を
受
け
、

審
議
、
採
択
を

行
い
、
賛
成
多

数
を
も
っ
て
第

１
号
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

平
成
３０
年
度

事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て
眞
鍋

部
会
長
よ
り
事

業
計
画
全
体
の
骨
子
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
各
委
員
長
か
ら

各
委
員
会
に
お
け
る
具
体
的
な

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
の
提
案

が
な
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
平
成

３０
年
度
予
算
（
案
）
の
説
明
が

さ
れ
た
。

議
長
は
こ
の
提
案
を
受
け
、

審
議
、
採
択
を
行
い
、
賛
成
多

数
を
も
っ
て
第
２
号
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。

議
長
は
、
す
べ
て
の
審
議
事

項
が
終
了
し
た
こ
と
告
げ
退
任

し
た
後
、
丹
下
貴
啓
副
部
会
長

が
閉
会
を
宣
し
、
平
成
３０
年
度

新
樹
種
部
会
通
常
総
会
は
幕
を

閉
じ
た
。

総
会
記
念
講
演

総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
が

開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
は
、
福
岡
県
農
業
総

合
試
験
場
に
お
い
て
長
き
に
亘

り
育
種
の
研
究
を
行
い
、
退
職

後
に
ホ
ル
テ
ィ
ッ
ク（
株
）を
起

業
し
た
小
林
泰
生
氏
に
よ
る

「
南
半
球
原
生
植
物
の
生
態
的

育
種
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
南
半
球
の
植
物
、

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
、
テ
コ
マ
、
イ

ペ
ー
及
び
カ
ッ
シ
ア
を
対
象
と

し
た
育
種
目
標
、
品
種
育
成
・

開
発
手
法
等
に
つ
い
て
の
研
究

成
果
や
今
後
の
品
種
育
成
・
開

発
方
向
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

今
後
、
新
樹
種
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
参
考
と
な
る

内
容
で
あ
っ
た
。

拝
聴
者
か
ら
多
く
の
質
問
も

あ
り
、
最
後
に
眞
鍋
部
会
長
か

ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
講
演
を
終

了
し
た
。

引
続
き
、
新
樹
種
部
会
顧
問

で
あ
る
千
葉
大
学
名
誉
教
授
安

藤
敏
夫
先
生
に
よ
る
「
開
発
な

き
産
業
は
ほ
ろ
び
る
」
―
育
種

と
い
う
名
の
開
発
―
を
タ
イ
ト

ル
と
し
て
講
話
が
行
わ
れ
た
。

育
種
開
発
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義

な
講
話
で
あ
っ
た
。

講
話
終
了
後
、
眞
鍋
部
会
長

よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
講

演
・
講
話
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
す

べ
て
終
了
し
た
。

今から１０年ほど前、世界三大花木のひとつジャカランダの青紫の花に魅せられ
て栽培を始めた。ジャカランダは実生から１０年から１５年経たないと花が咲かない
と言われる。そこで花の咲く木の枝を接ぎ、開花を早めようと試みた。しかし、
在来種では花の色が少し物足りない、薄い。写真で見る原産地のジャカランダの
花はもっと濃い色をしているように見える。
そんな時、鹿児島県指宿市の方で濃い色のジャカランダがあるとの情報が入
り、早速、接ぎ木用に枝をもらう交渉をし、そしてOKを頂いた。喜び勇んです
ぐに出掛けた。ところが現場に着くと、「枝は譲れない。花なら良い」との管理者
の言葉。あのわくわく感は一気に吹っ飛び、そして落ち込んだ。それでも気を取
り直し「それなら花だけでももらっていこう」と持参したクーラーボックスにそ
のジャカランダの花を大切に詰め込んだ。というのもジャカランダに関する資料

の中に「人工交配」
の文献があったのを
思い出したからだ。
帰宅して早速、文
献片手におしべをピ
ンセットで切り取
り、花粉を乾燥させ
た。それから２週間
ほどして我が家のジ
ャカランダが開花し
た。その細いめしべ
に手を震わせながら

乾燥した花粉をつけて
いった。初めての経験
で正しいやり方なのか
全く分からず、不安だ
らけの中で作業は終了
した。しばらくして２０
個程度の実が膨らんで
きたがほとんど結実せ
ず落ちていった。その
中の２個がかろうじて
残りやがて大きな蒴果
（さくか）となった。
きわどいところだっ
た。そして期待に胸膨
らませ、秋に種子を蒔
く。翌春１５０本ほど発芽した。おもわず心の中でガッツポーズが出た。
実生２年目になり、その中の１５本に花が咲いた。１０年から１５年経たないと花が
咲かないと言われていたジャカランダの花が咲いた。「稚樹開花」したのである。
しかも鮮やかな濃い紫色、そして花の数も２００個を超え花穂が大きい。その中の
際立ったひとつの個体を商標登録することにした。真っ先に浮かんだ名前が「デ
ィープパープル」、でもすぐに特許庁から却下された。理由は「ディープパープ
ル」はデビューから５０年を迎えるイングランドのハードロックバンド。彼らの許
可を取ればとのことだったがそんなの無理なこと。又いろいろ考えた。そして「蒼
い空と共に」のイメージで「ディープスカイ」という名を申請した。でも「ディ
ープスカイ」もいた。ＪＲＡの競走馬、しかもダービー馬。だけどなぜか特許庁
からはすんなりと許可が出た。ジャカランダに魅せられ、午年生まれの馬好きの
私にとってはありがたい商標登録「ディープスカイ」である。
あの時、「枝は譲れないが、花なら良い」そう言われなければ私はこの見事な
色の「ディープスカイ」と出合うことが出来なかった。まさに「神様からの贈り
物」。そして感謝である。

ちょっと一息、ほっこり出来るような記事を募集しています。是非お送り下さい。シリーズ

新
樹
種
部
会

船橋修一副会長

実生二年目で開花

平
成
３０
年
度
新
樹
種
部
会

通
常
総
会
開
催眞鍋憲太郎部会長

花穂

－－－－－－－－－－神神神神神神神神神神様様様様様様様様様様かかかかかかかかかかららららららららららのののののののののの贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈りりりりりりりりりり物物物物物物物物物物－－－－－－－－－－
ジャカランダ「ディープスカイ」

船橋 修一（㈲船橋緑化・鹿児島県）

花色の比較 左から在来種・ディープスカイ・一番色の濃い個体

懇親会
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本
年
度
よ
り
、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
お
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
次
年

度
通
常
総
会
担
当
地
区
と
い
う

こ
と
で
、
バ
タ
バ
タ
し
て
お
り

ま
す
。

我
が
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
、
本
年

度
期
初
め
の
会
員
数
は
７８
社
園

と
な
っ
て
お
り
、
次
年
度
総
会

の
準
備
に
向
け
て
、
各
支
部
と

地
区
に
献
身
的
な
要
望
、
意
見

な
ど
伺
え
る
よ
う
に
、
懇
親
会

や
定
例
会
を
積
極
的
に
開
い
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
ブ
ロ

ッ
ク
の
会
員
一
同
協
力
し
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

皆
様
の
全
国
総
会
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
協
会
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
３０
年
余

り
に
な
り
ま
す
。
あ
の
頃
を
思

う
と
、
植
木
業
界
っ
て
、
凄
く

活
気
が
あ
り
い
い
業
界
だ
な
あ

と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
今
は
入
会
さ
れ
る
方
よ
り
退

会
さ
れ
る
方
の
ほ
う
が
多
い
現

状
で
、
あ
ま
り
活
気
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
生
産
者
年

齢
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足

で
、
技
術
の
継
承
者
も
減
っ
て

き
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
資
材
や
物
流
コ
ス
ト
の
急

激
な
上
昇
に
も
、
植
木
だ
け
は

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
か
、
小
口
発
送
の
時
な
ど
、

植
木
の
値
段
よ
り
送
料
の
方
が

高
い
な
ん
て
こ
と
は
良
く
あ
り

ま
す
。

最
近
は
遊
休
農
地
転
用
の
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
一
段
落
し
た

の
か
、
近
所
に
新
型
の
風
力
発

電
が
出
来
ま
し
た
。
太
平
洋
沿

岸
で
風
が
強
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
試
験
的
に
出
来
た
よ
う

で
す
。
今
後
街
路
樹
の
代
わ
り

に
増
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

そ
れ
で
も
人
間
の
生
活
に
緑

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
業

界
全
体
と
し
て
植
木
の
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
か
な
く
て
は
思
っ
て

い
ま
す
。

今
後
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が

進
化
し
、
い
ろ
ん
な
産
業
に
参

入
し
て
く
る
そ
う
で
す
。
農
業

分
野
も
例
外
な
く
取
り
入
れ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
年

数
の
か
か
る
植
木
業
界
に
は
ど

の
様
に
参
入
し
て
く
る
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
植
木
の
魅
力

が
環
境
保
全
、
自
然
災
害
減

災
、
心
の
癒
し
等
々
、
植
木
屋

さ
ん
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
一

杯
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。支

離
滅
裂
な
寄
稿
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
読
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

我が国の造園や園芸などの緑化技術の系譜を紐解いていくと、いかに植物展
示可能空間を拡大する方向で技術革新がなされてきたかが分かります。日本は
豊かな自然を有するため、古くから植物は地植えすることが普通でした。です

ので、大陸からもたらされたウメやボタ
ンといった舶来物の高価な品種も、貴族
の館に地植えされていました。ところが
植木鉢という概念が輸入されると、貴重
な品種は鉢に植えられ、その結果、緑化
は移動することが可能となります。やが
て鉢植えは、盆梅のように建築物の屋内
にも置かれるようになっていきました。
ただし、木造の建築物が人々の居住空間

であった時代には、緑化に関してそれ以上大きな変化は見られませんでした。
ところが、沖縄の首里城公園には、地植えの緑化と屋上庭園との中間の緑化形
態の事例、すなわち屋上緑化に至る過渡期的な形態と考えられる緑化空間があ
ります。それは、正殿に隣接する黄金御殿（くがにうどん）のところにある人
工地盤上の緑化です。写真のように、建
築物の二階部分に庭が来るように、庭の
部分の地盤が盛り土され石垣で固められ
ています。一方で、その庭を眺める建築
物の二階部分は、橋梁のように嵩上げさ
れた形状になっているのです。
やがて、我が国にも RC構造の建築技
術がもたらされると、屋上緑化が整備さ
れるようになります。下関市にある旧秋
田商会ビル（１９１５年竣工）の屋上庭園は、現存する我が国最古の屋上庭園と言
われています。今では、各都市で屋上緑化の設置が義務化されたこともあって、
多くの業務ビルや個人邸の屋上が緑化されるようになりました。また、建築物
の壁面をも緑化することができるようになり、今では町中のいたるところに建
物緑化を目にすることができます。さらに、照明技術の進歩によって、太陽光

の差さない屋内でも植物が生育で
きるようになり、グリーンインテ
リアの幅も広がってきました。こ
のように今では、ほぼ日常生活空
間の隅々まで緑化可能空間が広が
ってきました。ですが、まだまだ
緑化空間を拡大する余地はありま
す。我が国では造園業が土木分野
として位置付けられているため
か、基本的には緑化がインフラと
みなされ、そのために壁面緑化の
ようなものはインフラとはみなさ
ないといった主旨の意見を耳にす
ることすらあります。しかし、緑

化というものは生き物なので、季節の移ろいや環境の変化によってその様相を
変えるものであり、常時その機能が発揮し続けられるものではありません。そ
んな実情を鑑みると、都市緑化は不動産のインフラとしてよりも、むしろ動産
として活用した方がいいとすら私は思っています。そんな想いから、現在、私
は特殊針葉樹皮改良材を用いた緑化技術に係る研究を進めています。
特殊針葉樹皮改良材とは、スギやヒノキなどの針葉樹の樹皮をほぐして、そ
こに保水性を持たせた土壌材もしくは土壌改良材です。針葉樹の樹皮を用いる
ことは、林業の立場からは、それまで廃棄されていたものの利活用につながり
ますが、それ以上に、針葉樹皮が持つ特性が人工地盤等の土壌材として有効な
機能を発揮するのです。
第一の特性として、ヒノキなどの樹皮は
抗菌力を有することが挙げられます。特殊
針葉樹皮改良材は、すでにトマトの青枯病
や萎ちょう病で高い抗病性が確認されてい
ますが、フザリウム菌や腐朽菌を用いた実
験でも高い抗菌力が確認できました。この
ことは、根鉢の一部が湛水する状態であっ
ても、雑菌の発生を防ぐことによって根腐
れが生じにくくなる可能性があり、粗放型
維持管理の屋上緑化が実現する可能性につながります。
他の特徴としては、特殊針葉樹皮改良材で土壌改良を行うと、植物の耐潮性

が向上することが挙げられます。こ
れは、本土壌材の高い排水性が塩分
を含んだ水を排出するとともに、結
晶化した塩分が土壌材に付着しづら
いことが想定できますが、現在その
確認実験を進めています。本特性
は、船上緑化の実現の可能性につな
がります。
そして、他の特徴としては、軽量
で土壌材が根茎で固形化される（緑

化マットの写真参照）ため、この緑化マットを置きさえすれば、どこでも容易
に緑化ができるという施工性が挙げられます。この特性を活かして自動車の天
井部を緑化したところ、緑化によって車内室温の低減効果が確認できました。
イベント等には有効な技術であり、今後、本土壌改良材を活用して、都市緑化
の更なる可能性を追求していきたいと考えています。

プロフィール：
名古屋大学農学部卒業後、建設省（現国土交通省）に入省し、以後主に都市公園の
整備を中心としたまちづくり全般に関する行政に関わってきた。その過程で、沖縄
の首里城の復元事業や美ら海水族館整備事業、それに国営吉野ケ里歴史公園の計画
策定をはじめとした各種プロジェクトの他、日本の伝統園芸植物の保全手法の研究
などに携わってきた。２００８年より国立研究開発法人建築研究所にて主に都市緑化に
係る研究を進め、２０１７年４月より東京都市大学環境学部客員教授を務める。博士（デ
ザイン学）。

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

都市緑化の可能性を拡げる緑化技術の革新
東京都市大学環境学部客員教授 博士（デザイン学） 加 藤 真 司 氏

特殊針葉樹皮改良材を用いた
緑化マット

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
近
況黒

田

晴
彦

（
㈲
美
好
緑
化
・
愛
知
県
）

自動車緑化実験風景

近所の新型風力発電

長浜の盆梅

中部ブロックでの懇親会

首里城の人工地盤緑化

京都御所の白紅梅
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リレー連載 うえきのちから ～植木が届ける宝物～

あなたの夢・あたためている作品を形にしてみませんか？
皆さまの本作り-準備から納本まで-誠意をもってお受けします。

関 東 図 書 の
自費出版

〒336-0021 さいたま市南区別所3-1-10
TEL 048（862）2901㈹　FAX 048（862）2908㈹

0120-161092
いろどりのくに

http://kanto-t.jp/

あなたの夢 せんか？夢・あたためている作品を形にしてみませ

あなただけの本を作りませんか?あなただけの本を作りませんか?

　自分史・写真集・画集・歌集・句集・詩集・小説・随筆 他を
お考えの方は、どうぞお気軽にご相談下さい。
　編集スタッフが、お相手します。
　ISBN（国際書籍コード番号）もとれます。
　他にも、ＨＰ・動画・ＡＲ等、なんでもご相談ください。

わたし
たちに

おまか
せくだ

さい！

昨今、若年層を筆頭に、庭あるいは自然に対しての関心が薄くなってきてい
る。それは、SNS・インターネット・テレビを筆頭に世の中に有り余るほどの
情報や娯楽が溢れかえっているからだろう。そこには１００年前、いや５０年前の
先人たちの日常生活の影は微塵もない。そのことを否定する気はないが、それ
らの色々の情報と引き換えに人間としての機微を少しずつ削られているのでは
ないだろうか？
小春日和にそよっと風が吹いて白樫の枝葉が揺れるだとか、計ったように咲
く彼岸花、入学式の桜、秋めいてきて香る金木犀、なんら特別のものが無くと
も植物があるだけで、人の心は感動でき、スマホで日付を確認しなくとも季節の
移り変わりを知ることができるのだ。そういうものが人の想像力を膨らませ、

人生を豊かにできることではない
か。
現在、京都市内で保育園の園庭
を手掛けております。京都御所の
すぐ近くにある、文字通り京都の
ど真ん中で。
都会に新設される保育園だから
こそ、園児たちが遊べることはも
ちろんのこと、樹木や草花により
身近に触れてほしいと、今までに
はない園庭を目指した。
樹種を豊富に、園児らが遊べる
よう、樫やアカマツを植えどんぐ

りや松ぼっくりで遊
んでもらえるよう
に。また、果実がな
るよう、季節ごとに
花がたのしめるよう
に。
都会では味わえな
い、生活の中に緑あ
ふれ、植物の生長と
ともに、自身も成長
していく。
かつて、源氏物語などにみるように植物から季節や人生の局面の選択をして
いってもらいたい。切に願う。
枯山水においても、植物の力は効果的だと最近になってつくづくと思う。単
に色彩的な効果ももちろんだが、それ以外にも。
昨年の３月ニューヨークのグランドセントラルステーションにて JAPAN
WEEK のイベントで、会場のメインとなる場所に枯山水を作る事業に参加させ
ていただいたが、当初は石と砂利だけの要望でした。それでもよかったのだろ
うが、日本の四季の移ろいを感じる心や、樹木一本にも美を感じ取れる繊細さ
を表したくて、苔と、松や石楠花など数本を入れさせてもらったのだが、やは
り単調になりがちなのっぺりとした庭に、植物が生えた。
年を重ねるとともに、植物のもつ生命力に感心することが多い。私の今後の
作庭もそれと共に変化していくことだろう。より一層精進を重ねなければ。

当
協
会
の
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

「
記
念
樹
贈
呈
事
業
」
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

含
む
学
校
、
非
営
利
団
体
等
が
実
施
す

る
記
念
植
樹
に
使
用
す
る
苗
木
等
を
贈

呈
す
る
事
業
で
す
。

植
樹
行
事
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
一

般
参
加
者
の
自
然
環
境
や
緑
化
、
そ
し

て
地
域
社
会
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
イ
ブ
、
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
、
お
よ
び
緑
育
出
前
授

業
に
関
連
し
た
活
動
も
贈
呈
対

象
に
含
ま
れ
ま
す
。

平
成
２２
年
度
か
ら
開
始
し
た

本
事
業
も
９
年
目
と
な
り
、
参

加
人
数
合
計
は
、
８
、０
８
０

人
と
な
り
、
贈
呈
植
樹
苗
木
は

３
、６
０
２
本
と
な
り
ま
し

た
。
記
念
樹
の
納
品
は
、
植
樹

地
区
の
会
員
が
担
当
し
て
い
ま

す
。

記念樹
本数
１本、
大判２５束

１
３本

１００本

２本

１３２本

９本

３本

２３本

１０本

１００本

５０本

１９５本

規格

H２．０、大判

H３．０、C０．１８、W１．５
H２．５m、C０．１５

H３０㎝、W１．５

キタコブシH３m、
フジC０．１m

各H２．０

各H３．０
ハナモモ２．５、

モモ２．０、サツキ０．４、
アジサイ０．４（２本立て）

H１．５

H０．３内外

樹種

メタセコイヤ１本、セントオーガスチン２５㎡

ヒトツバタゴ
アンズ３本

レンゲツツジ内外ポット１００本

キタコブシ１本、フジ１本

ヤマザクラ、オオシマ桜、ヒカン桜

カリン、白梅（月影）、紅梅（蝶羽重）

ハナモモ、モモ、サツキ、アジサイ

サクラ

姫コブシピンク、姫コブシシロ、レンギョウ、
サクラ陽光、ソメイヨシノ、コナラ、ビバーナ
ムスノーボール、ミツマタ、ツバキ、オオデマ
リ、ハナズオウ、ハナミズキ、ブルーベリー、ギ
ンモクセイ

レンゲツツジ（朱色）

参加人数

８０人

２７５人
１３０人

１７０人

１００人

７５５人

１０人

６５人

６５人

５０人

４５人

１００人

３３５人

事業場所
植栽場所

米子市湊山公園

小学校校庭
幼稚園庭

県立もみのき森林
公園小室井山山頂

大学内

野河内渓谷
アジサイ観察公園

学校校庭

保育園庭

東仙道公民館裏
保育園敷地内園庭

渡波明神社境内

小室井山の山頂周辺

市町村名

米子市

多治見市
野々市市
甘日市
市吉和

室蘭市

福岡市

東久留米市

福岡市
中間市

益田市

仙台市

廿日市
市吉和

都道府県名

鳥取県

岐阜県
石川県

広島県

北海道

福岡県

東京都

福岡県

島根県

宮城県

広島県

申請団体名

NPO法人米子ボート協会

多治見市立南姫小学校PTA
北陸学園扇が丘幼稚園

NPO法人ひろしま人と樹の会

室蘭工業大学建築学コース

５件

野河内往還の会

学校法人自由学園

社会福祉法人明星福祉会
保坂保育園

益田市立東仙道小学校
グリーンウェイブ活動

特定非営利活動法人スマイルシード

もみのき森林公園協会

６件

実施時期

H２８．５．２２

H２８．６．８
H２８．６．１０

H２８．８．１１

H２８．１１．３

平成２８年度

H２９．２．２５

H２９．３．５

H２９．３．９

H２９．５．２２

H２９．６．２

H２９．８．１１

平成２９年度

▲
３
・
１１
の
大
津
波
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
神
社

（
通
称：

渡
波
明
神
社
）
の
植
樹
。

震
災
直
後
に
２
５
０
名
が
逃
げ
込
み
助
か
っ
た

「
奇
跡
の
神
社
」
宮
城
県
仙
台
市

当
協
会
の
記
念
樹
贈
呈
事
業

当
協
会
の
記
念
樹
贈
呈
事
業

当
協
会
の
記
念
樹
贈
呈
事
業

「原風景を取り戻す」

京都市内の保育園

プロフィール
１９８０年、宮崎生まれ。宮崎大学工学部卒業。
御室流華道師範・裏千家茶道講師。様々な仕事を経て２５歳から造園業に従事。
関東と関西で修業後、掌月舎を創設。国内外で寺社や個人邸の作庭を行う。

協会記念樹贈呈事業 平成２８、２９年度 実施一覧

▼多治見市立南姫小学校にて

山 口 鎌 作 氏

JAPAN WEEK（ニューヨーク）

�
学
校
法
人
自
由
学
園
（
東

京
都
）
に
て
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連載  第 3回 植木カルチャーショック

筑
後
平
野
の
中
央
に
筑
後
川

が
流
れ
、
南
に
耳
納
山
脈
が
連

な
る
地
域
に
、
久
留
米
・
田
主

丸
・
朝
倉
・
小
郡
・
う
き
は
市

が
あ
り
、
福
岡
の
青
年
部
会
員

も
、
ほ
ぼ
こ
の
地
域
に
属
し
て

お
り
ま
す
。
生
産
物
と
し
て

は
、
地
被
低
木
類
か
ら
中
高
木

ま
で
、
幅
広
い
樹
種
が
生
産
流

通
し
て
お
り
、
様
々
な
生
産
者

や
卸
屋
が
在
籍
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
高
齢
化
や
若
者
減

少
傾
向
は
著
し
く
、
現
在
の
会

員
は
１６
名
と
減
少
し
、
会
員
数

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
産
者

も
減
少
し
つ
つ
あ
る
状
況
で

す
。青

年
部
会
福
岡
県
支
部
（
通

称
２３
日
会
）
の
活
動
と
し
ま
し

て
は
、
定
例
会
を
行
い
、
各
社

園
の
在
庫
状
況
や
近
状
報
告
等

の
話
し
合
い
、
供
給
可
能
量
調

査
に
て
各
地
区
別
に
圃
場
を
回

り
、
生
産
数
量
の
調
査
を
毎
年

行
う
事
や
、
在
庫
表
作
成
を
行

う
事
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
通
し
て
、
毎
年
の

変
化
や
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る

事
が
出
来
、
普
段
の
仕
事
に
も

反
映
出
来
る
事
が
あ
り
、
意
味

の
有
る
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。又

、
緑
育
出
前
授
業
を
、
年

に
２
回
程
度
執
り
行
っ
て
お

り
、
今
年
の
２
月
１４
日
に
は
、

小
郡
市
立
石
小
学
校
の
５
年
生

を
対
象
に
田
中
常
緑
園
様
圃
場

内
に
て
実
施
致
し
ま
し
た
。
会

員
で
あ
る
田
中
博
和
氏
が
率
先

し
て
段
取
り
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
く
れ
た
事
も
あ
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
楽
し
く
行
う
事
が
出
来
ま

し
た
。
圃
場
内
で
の
緑
育
で
、

実
際
に
見
学
体
験
を

し
て
貰
い
、
子
供
達

と
の
距
離
感
を
縮
め

な
が
ら
、
樹
木
植
物

の
話
・
植
木
屋
さ
ん

の
仕
事
に
つ
い
て
、

又
緑
の
重
要
な
役
割

に
つ
い
て
お
話
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
漢
字
パ
ズ
ル

を
小
学
生
に
行
っ
て

貰
い
、
楽
し
く
緑
育
を
行
う
事

が
出
来
ま
し
た
。
意
外
に
も
、

小
学
生
達
が
木
の
事
に
興
味
や

関
心
が
有
り
、
質
問
も
考
え
て

き
て
く
れ
て
、
逆
に
私
達
が
勉

強
に
な
り
色
々
と
感
じ
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。
将
来
、
植
木
や

植
物
の
需
要
が
減
り
つ
つ
あ
る

現
状
で
す
が
、
も
っ
と
良
い
環

境
や
景
観
に
繋
が
る
植
木
づ
く

り
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
緑
の

重
要
な
役
割
等
を
考
え
る
と
、

小
学
生
達
が
大
人
に
な
り
社
会

に
出
る
頃
に
は
、
私
達
の
仕
事

は
も
っ
と
活
躍
す
る
事
が
出
来

る
様
に
感
じ
ま
す
。
又
今
後

も
、
緑
育
出
前
授
業
を
行
っ
て

い
く
事
の
大
切
さ
を
実
感
致
し

ま
し
た
。

他
の
活
動
と
し
ま
し
て
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
後
に
、
熊
本

県
支
部
の
方
々
の
圃
場
視
察
を

さ
せ
て
頂
き
、
同
じ
九
州
で
も

樹
種
や
作
り
方
、
畑
の
あ
り
方

ま
で
違
っ
て
い
る
事
に
驚
き
を

感
じ
ま
し
た
。
各
会
員
さ
ん

も
、
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を

し
、
勉
強
出
来
る
事
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
と
し
ま
し

て
は
、
各
会
員
さ
ん
の
交
流
を

活
発
に
し
、
楽
し
く
活
動
し
て

い
け
る
様
に
考
え
、
「
２３
日
」

会
活
動
に
活
か
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
２
月
７
日
の
青
年

部
会
全
国
総
会
の
際
、
多
数
の

方
々
に
福
岡
に
お
越
し
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
総
会
準
備
・
打
合
せ

等
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様

に
も
感
謝
を
述
べ
、
青
年
部
会

福
岡
県
支
部
の
報
告
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
又
、
今
度
と
も
福

岡
県
支
部
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆プロフィール
栃木県都賀町（現・栃木市）生まれ。東
京農業大学農学科卒業後、英国王立園芸
協会、㈱タキイ種苗、東京農業大学大学
院（造園学修士）、㈱大林組などで、幅
広く植物に関わった後、目白大学短期大
学部准教授を経て、現在は、東京農業大
学グリーンアカデミー主任講師（地域環
境科学部准教授）。NHK「趣味の園芸」、
老人ホーム、実家の「栃木植物園大柿花
山」などでも講師として園芸普及活動
中。「ベス・チャトー 奇跡の庭」（清
流出版）、「はじめてでもできる庭木・
花木の育て方と手入れ」（大泉書店）な
どを監修。

私のお気に入りの庭のひとつに、イギリ
スのエクスバリーガーデンがあります。こ
こを訪れると懐かしい気持ちになるのは、
ここがシャクナゲやツツジなどのツツジ属
植物、モミジやカエデなどの落葉性の樹木
など、日本で馴染みの深い植木類が多用さ
れているからというだけでなく、小学生の
頃に訪れたあるシャクナゲ園に雰囲気が似
ているように感じたからかもしれません。
私が小学生の頃、ちょこちょこと実家に
帰る母に連れられ、度々栃木市から鹿沼市

を訪れていまし
た。その途中には、当時とても人気の高かったシャク
ナゲ園や盆栽園があり、私たちも立ち寄ることがあり
ました。父がサツキの育種家でツツジ属植物を集めて
いたため、家にもたくさんのシャクナゲが植えられて
いましたが、ただ畑にシャクナゲが植えられただけの
風景と、自然の高木が適度に残され、その下に小学生
の私が見上げるほどの高さのシャクナゲが、私の頭ほ
どの大きさの花穂をびっしりと咲かせ、しかも緩く蛇
行した園路をシャクナゲの間を縫うように進むその園
の風景は全く異なるもので、小学生の私はいつもわく
わくドキドキ、とても興奮したように覚えています。
記憶の中だけの風景
なので、もしかした

らイギリスのシャクナゲ園の風景で記憶が上
塗りされている可能性もありますが。
数年前、そのシャクナゲ園を所有していた
一族の方とご一緒することがあり、あのシャ
クナゲ園の現在を聞いてみたところ、「閉園し
た。シャクナゲは背が高くなりすぎて花が見
えなくなったので売った。」とのこと。あれか
ら数十年が経ち、さぞかし見事なシャクナゲ
園になっているだろうと期待して聞いただけ

に、とても残念に思いました。
イギリスの庭を訪れると、樹高２０メー

トルはあろうかというようなロードデン
ドロン・アルボレウムや、大木に育った
シャクナゲの園芸種の個体に出会うこと
があります。ロスチャイルド一族の所有であるエクスバリーガーデンもそれら
の庭のひとつで、ところ狭しと植えられた数々のシャクナゲは山のように大き
く育ち、それらの多くは下枝が落ち、樹冠の上の方にしか花も葉もついていな
いため、花を間近に見ることができませんが、剪定したようには見えない自然
な樹形と枝ぶり、時には剥いたり磨いたりして個性を際立たせた樹皮の色や質
感を間近に見たり触れたりして楽しむことができるのです。
シャクナゲのように花ばかりが重視され幹の美しさを忘れられている樹種も
ありますが、植木の中には、カバノキ類のように巻紙のようにぐるりと樹皮が
剥けそのあとに滑らかで美しい色の幹肌が現れる樹種、サルスベリやナツツバ
キのように思わず頬ずりしたくなるほどにつるつるで光沢のある幹肌の樹種、
リョウブやプラタナスのようにチップ状に皮が剥がれそのあとにパッチ状に色
の異なる斑模様が現れる樹種、ウリハダカエデのように裂けたような縦縞模様
の樹皮の樹種など、樹皮の美
しさで知られる樹種は多くあ
りますし、写真３のアセビ類
のように、あまり注目されて
ないけれど実は幹姿が魅力的
な樹種もたくさんあります。
にもかかわらず、庭の中で
その樹皮や幹姿の美しさを目
にすることが少ないと感じる
のは気のせいでしょうか。
色とりどりの華々しいガー
デニングも魅力的ですが、植
木の個性を際立たせた、落ち
着いた趣のガーデニングがで
きるといいな、と思う今日こ
の頃です。

写真５：湿った環境で育ち、
幹は苔生し自然に曲がりく
ねって育った紅枝垂れモミ
ジ（イギリス）

青
年
部
会
だ
よ
り

幹姿を楽しむ
東京農業大学 地域環境科学部 准教授・グリーンアカデミー主任講師 大 出 英 子 氏

「
２３
日
会
」
青
年
部
会

福
岡
県
支
部
活
動
報
告

古

賀

光

（
㈲
総
合
緑
化
コ
ガ
キ
ュ
ー
・
福
岡
県
）

写真４：アカハダメグス
リノキの樹皮。カエデ
属には独特な幹姿の樹
種が多い（イギリス）

写真１：樹高が上がり花も葉も見えないシ
ャクナゲの下を、樹幹と樹皮の姿を楽し
みながら散策する（イギリス）

写真３：ヒマラヤアセビも花や新芽だ
けでなく、樹幹や樹皮を楽しめる（イ
ギリス）

写真２：シャクナゲの下
でひと休み（イギリス）
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teatime
下
枝
切
り
作
業
前

下
枝
切
り
作
業
中

下
枝
切
り
作
業
後

下
枝
切
り
作
業
前

下
枝
切
り
作
業
中

下
枝
切
り
作
業
後

No.6

シリーズ

賛
助
会
員
紹
介

南
出
株
式
会
社

ロッキィありロッキィあり ロッキィなしロッキィなし

ちょっと一息、ほっこり出来るような記事を募集しています。是非お送り下さい。

我々の住んでいる県では、現在の海岸は暴風や飛砂や色々の事の防災保安林とし
て残しているが、多くの海岸が過密林や松くい虫に食害されままで、手付かずのと
ころが多く、地域住民が環境や健康や教育上も悪くなっているので、講師を呼び、県
の環境アドバイザーも樹木医も来てもらい、各海岸で地元の人や各行政の人や業者
などにも集まってもらい、勉強会をしました。
そこで出た質問で、私が一番気に入った質問と答えを紹介します。

Ｑ：「なぜ海岸にはマツしか植わっていないのですか？」

Ａ： 海岸の砂地は乾燥しやすく、貧栄養であり、飛砂、潮風の環境条件が厳しい。クロマツはショウロ、ハツタケ、
ヌメリイグチなど外生菌根菌と共生関係にあり、マツの根に住み着いた菌根菌は菌糸を張り巡らし水分やミネラ
ルをマツの根に供給し、マツは光合成で得た養分を菌根菌に与える。同じく内陸の尾根筋で表土のほとんどない
場所に生育するアカマツは同じように外生菌根菌のマツタケの助けを借りて育っている。
まず、広葉樹は環境条件の厳しい海岸の砂地で生育することは困難である。クロマツの葉は凸状と平面状の両
面に気孔があり、広葉樹に比べ格段に乾燥に耐える。表面が厚いクチクラで覆われ、葉の中に樹脂道があり、飛
砂などで葉に傷が出来にくく出来た時にもすぐに修復する、また葉は細く強い風に逆らわず、葉数も多く風の力
を弱め、風に乗って来た砂を落とす。
クロマツは樹高２０ｍ程度まで生育可能であり、飛砂、潮風の内陸側への侵入を効果的に防ぐが、汀線の最前線
において広葉樹の生育は困難であり、クロマツの高さまで生育できる広葉樹は見あたらない。
また、現在は各所に砂防ダムが造成されたことから、内陸から河川により海に運ばれる砂の量は明らかに減っ
てきていて、飛砂防止の機能は相対的に低下しているとはいえ、防潮・防風機能、近年の大型台風の常襲傾向、
さらに津波エネルギーの減衰の観点から、むしろクロマツ海岸林の役割は増している。ローテクではあるが、海
岸林に代替する防潮・防風機能を構造物に求めることも困難である。
このマツの有用活用を江戸時代頃から、先人が努力して植栽してきたので、今一度大切
に守って行って次世代に残さなくてはいけないでしょう。

追伸
１回目の作業は写真のように下枝切りだけの作業でしたが、今月までに３回の作業が実
施され、担当行政（県も市）の理解が得られ、地元では守る会も結成し、地域の活性化や
他の海岸林の手本にも成り始めました。

当
社
は
、
１
９
２
４
年
の
創

業
以
来
、
農
業
生
産
者
の
方
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
総
合
資
材

メ
ー
カ
ー
・
卸
で
す
。

創
業
以
来
、
生
産
者
の
生
産

効
率
や
品
質
の
向
上
の
た
め

に
、
新
商
品
の
開
発
や
拡
販
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

不
織
布
ポ
ッ
ト
（
弊
社
商
品

名：

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
ポ
ッ
ト
）

や
、
根
の
ル
ー
ピ
ン
グ
を
防

ぎ
、
細
根
の
発
生
を
促
す
「
と

ん
で
も
な
い
ポ
ッ
ト
（
ス
リ
ッ

ト
鉢
）」の
開
発
・
販
売
は
大
き

な
実
績
の
一
つ
で
す
。

そ
し
て
、
近
年
も
引
き
続

き
、
生
産
効
率
向
上
に
繋
が
る

資
材
の
開
発
・
販
売
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

▼
水
中
酸
素
濃
度
を
向
上
さ

せ
、
発
根
を
促
し
生
育
を
早
め

る
「
ロ
ッ
キ
ィ
」

▼
高
品
質
か
つ
比
較
的
安
価
な

改
良
土
壌
「
ア
ク
レ
Ｅ
」

▼
挿
し
木
の
活
着
率
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
「
ス
パ
ッ
タ
リ

ン
グ
シ
ー
ト
」

▼
目
詰
ま
り
し
に
く
く
、
濡
れ

に
く
い
細
か
い
霧
で
加
湿
・
冷

房
で
き
、
挿
し
木
に
有
効
な
セ

ミ
ド
ラ
イ
フ
ォ
グ
「
ク
ー
ル
ビ

ム
」そ

の
他
、
簡
易
な
土
留
め
材

や
、
工
場
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
材

と
し
て
で
る
た
め
安
価
に
ご
提

供
可
能
な
液
体
硫
安
や
活
性
炭

な
ど
、
そ
の
開
発
の
範
囲
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

翻
る
と
、
昨
今
の
緑
化
生
産

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
よ
り
儲

か
ら
な
い
方
向
に
行
っ
て
し
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

生
産
資
材
は
、
原
材
料
費
の

上
昇
や
物
流
費
用
の
上
昇
を
背

景
に
基
本
的
に
は
上
が
り
傾
向

な
一
方
、
販
売
単
価
の
値
上
げ

は
基
本
的
に
は
難
し
く
、
ま

た
、
地
方
の
人
材
獲
得
は
さ
ら

に
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

最
低
賃
金
の
向
上
の
影
響
も
あ

り
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
へ
の
対
応
策

の
一
つ
が
、
生
産
効
率
の
向
上

で
す
。

▼
よ
り
良
い
品
を
早
く
作
る
こ

と
で
、
生
産
圃
場
が
早
く
空

き
、
次
の
仕
込
み
が
効
率
的
に

出
来
る
。

▼
生
育
を
早
め
る
こ
と
で
、
規

格
に
い
ち
早
く
到
達
し
、
販
売

単
価
を
上
げ
ら
れ
る
。

▼
挿
し
木
の
活
着
率
を
向
上
さ

せ
、
ロ
ス
を
少
し
で
も
減
ら

す
。

▼
高
齢
者
で
も
作
業
で
き
る
よ

う
な
作
業
環
境
を
確
立
し
、
作

業
の
負
担
を
減
ら
す
。

そ
う
い
っ
た
対
策
を
講
じ
、

生
産
効
率
を
上
げ
て
ゆ
く
事

が
、
業
界
の
次
な
る
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
を
作
っ
て
ゆ
く
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

具
体
的
な
例
と
し
て
、
例
え

ば
下
記
の
よ
う
な
商
品
群
が
ご

ざ
い
ま
す
。

１
、
水
中
酸
素
濃
度
を
向
上
さ

せ
る
「
ロ
ッ
キ
ィ
」

こ
れ
は
、
取
り
付
け
簡
単

に
、
水
中
に
微
細
な
酸
素
（
空

気
）
の
粒
を
混
ぜ
込
む
事
を
可

能
と
す
る
管
で
す
。

▼
水
中
の
酸
素
濃
度
を
上
げ
る

こ
と
で
、
酸
素
の
取
り
込
み
を

促
進
し
、
発
根
を
促
す
効
果
が

ご
ざ
い
ま
す
。

▼
野
菜
農
家
や
ゴ
ル
フ
場
の
芝

生
育
成
の
促
成
な
ど
に
使
わ
れ

て
き
て
お
り
、
実
績
が
非
常
に

あ
る
商
品
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

▼
手
潅
水
用
の
ホ
ー
ス
取
り
付

け
タ
イ
プ
も
あ
れ
ば
、
自
動
散

水
の
配
管
の
途
中
に
組
み
込
む

形
も
御
座
い
ま
す
。

▼
発
根
量
は
明
ら
か
に
増
え
、

自
動
散
水
に
組
み
込
ん
だ
農
家

様
で
は
１０
％
程
度
の
生
育
の
差

が
出
た
農
家
様
も
あ
り
ま
し

た
。

（
千
葉
県
・
福
岡
県
・
三
重
県

で
導
入
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。）

▼
手
潅
水
タ
イ
プ
は
希
望
小
売

２
万
円
程
度
、
自
動
潅
水
タ
イ

プ
は
、
条
件
に
よ
り
ま
す
が
、

２
〜
７
万
円
＠
本
程
度
が
メ
イ

ン
帯
で
す
。

２
、
比
較
的
安
価
な

改
良
土
壌
「
ア
ク

レ
Ｅ
」

こ
れ
は
、
浄
水
場

か
ら
で
る
発
生
土
と

化
学
肥
料
等
を
独
自

に
配
合
し
た
改
良
土

壌
で
す
。

▼
耐
水
性
の
崩
れ
に

く
い
団
粒
構
造
を
形

成
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
水
抜
け
抜
群

な
の
に
適
当
な
水
分
保
持
能
力

も
あ
り
、
し
か
も
土
が
し
ま
っ

て
ゆ
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

根
に
理
想
的
な
環
境
を
保
つ
こ

と
が
出
来
ま
す
。

▼
ま
た
、
工
場
内
で
浄
水
処
理

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
荷

時
の
雑
草
の
種
の
混
入
が
ほ
ぼ

な
く
、
植
え
た
後
に
雑
草
を
抜

く
手
間
に
お
わ
れ
る
事
が
少
な

い
で
す
。
（
植
え
込
み
後
飛
来

し
た
種
は
除
き
ま
す
。）

▼
三
重
県
鈴
鹿
の
農
家
様
に
行

っ
て
い
た
だ
い
た
実
験
で
は
、

既
存
の
優
良
な
培
度
以
上
の
生

育
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

農
家
様
の
生
産
効
率
を
上

げ
、
生
産
の
競
争
力
を
よ
り
高

め
る
た
め
、
弊
社
は
引
き
続
き

こ
う
し
た
資
材
の
開
発
・
提
案

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。是

非
、
何
か
お
困
り
事
や
商

品
開
発
の
ニ
ー
ズ
が
御
座
い
ま

し
た
ら
、
ご
相
談
下
さ
い
。
誠

心
誠
意
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
何
卒
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シリーズ

�改良土壌「アクレＥ」

▼ヒメシャリンバイ生産
左：育成用改良土
右：アクレE

▲ヒメシャリンバイ生産 根張り比較
左：育成用改良土 右：アクレE

アクレEの根張りも十分で出来が良い

南

出

絋

人
氏

ロッキィ

スパッタリングシート現場写真

白白白白白白白白白白砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂青青青青青青青青青青松松松松松松松松松松をををををををををを守守守守守守守守守守るるるるるるるるるる
投稿者：九州の植木屋

スパッタリングシート
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㈱瀬戸内園芸センター
愛媛県今治市旦甲 248-1　TEL 0898-48-0010（代）　FAX 0898-48-8187
http://www.setoen.com/　E-mail : setouchi@setoen.com緑は地

球を救
う

緑は地
球を救

う
コンテナ農場コンテナ農場

オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

お知らせ
日本列島植木植物園運営委員会
秋の新潟視察研修会開催のご案内

１．日 時 平成３０年９月２６日（水）～２７日（木）
２．場 所 新潟県燕三条市・新潟市・阿賀野市方面（視察圃

場園は予定）
９／２６ ㈱外山刃物工場視察・㈱畠山種苗園他
９／２７ 新潟県立植物園、梅長園、㈲香花園、花夢里にいつ他

３．集 合 ９／２６ JR 燕三条駅 １２時００分
４．解 散 ９／２７ JR 新潟駅、または新潟空港
５．参加費 ３，０００円（保険料、入場料等含む）
６．懇談会と宿泊費：１９，０００円程度／一人
７．宿泊先 ひさご荘（新潟県・月岡温泉）５人部屋
８．締 切 平成３０年９月１０日（月）（最低１５名決行）
９．問合せ 協会事務局 中村まで ☎０３－３５８６－７３６１

名木認定申請募集について
芸術性の高い名木の認定事業を、関東・甲信越ブロックを

対象として募集いたします。
自薦、他薦を問いませんので、一本でも多く申請いただき、

地域に埋もれた名品を発掘すると共に、地域振興の資とされ
ますよう、ご案内いたします。

記
１．募集地域 関東・甲信越ブロック
２．募集締切 平成３０年６月２９日（金）必着
３．提出資料 １）名木認定申請書

２）樹木の特徴を明確にした写真３～４枚
４．費 用 認定板費 ２３，０００円（１本に付）
５．提 出 先 〒１０７－００５２ 東京都港区赤坂６－４－２２

三沖ビル３Ｆ 名木認定委員会
６．審 査 １）二次審査は複数委員による現物評価を実施

します。
２）申請本数の制限はありません。

コンテナ部会 国内研修会のご案内
開 催 平成３０年７月１１日（水）～７月１２日（木）
集合場所 JR 名古屋駅
視 察 先 三重県鈴鹿市（㈱ NURSERY YAMADA等）

三重県津市（㈱浅井農園等）
※視察先は変更になる可能性があります。

費 用 ３０，０００円／人程度
解散場所 JR 名古屋駅
問 合 せ 協会事務局

「樹木識別のポイント講習会」参加募集
植木圃場から教室に生きた樹木の枝葉を持ち込んで、似て

いて間違いやすい樹種を葉と枝だけで見分けるポイントを学
びます。樹木識別のスペシャリストを目指す方におすすめで
す。
なお、会場の都合により参加者は先着順で定員になり次

第、締切りとさせていただきます。
１．日時・場所
①東京会場
平成３０年６月１６日（土）１３：００～１６：００
東京都千代田区日比谷公園１－５
日比谷公園 緑と水の市民カレッジ

②愛知会場
平成３０年６月２３日（土）１３：００～１６：００
愛知県稲沢市堀之内町花ノ木１２９ 愛知県植木センター

２．講 師
協会員：川原田邦彦氏、吉澤信行氏、山﨑隆雄氏、

八木峰夫氏
３．費 用 一般：５，０００円 学生：３，０００円
４．定 員 各５０名
５．締 切 り 平成３０年５月３１日（木）

※造園 CPDプログラム認定 申請中
６．問合せ 協会事務局 佐藤

「緑化樹木識別検定試験実施」のお知らせ
環境緑化樹木識別検定は、みどり豊かな環境形成に重要な

樹木１００種類の名前を正しく識別する検定です。
試験日① 平成３０年７月７日（土）１３時００分～
試験会場 東京農業大学世田谷校舎（東京都世田谷区）

試験日② 平成３０年７月２１日（土）１３時００分～
試験会場 愛知県樹木センター（稲沢市堀之内町）

受 験 料 一般 ８，０００円 学生 ４，０００円
申込締切 平成３０年６月２０日（水）まで 別紙申込書あり
問 合 せ 協会事務局 佐藤 ☎０３－３５８６－７３６１

平成３０年度 都道府県別供給可能量調査
開始案内

協会事業である、都道府県別供給可能量調査を下記日程で
実施します。
全支部の提出へ向けご協力お願いします。

調査期間：平成３０年７月１日（日）～７月３１日（火）
※６月下旬、入力用システム搭載の CDを支部長及び各支部
IT 委員にお送りいたします。
※調査結果は官公庁及び造園関係団体に CD配布、協会のホ
ームページで公開し、材料調達時の参考にしていただいてい
ます。

平成３０年度 社園別生産数量調査 開始案内
協会事業である社園別生産数量調査を下記日程で実施しま

す。
全社園様の協力をお願いいたします。

調査期間：平成３０年６月２５日（月）～７月２０日（金）
①協会ホームページ・会員ページにログインし ID とパスワ
ード入力し社園別生産数量調査入力用システムをダウンロ
ードします。

②データ入力します。
③データ入力完了後アップロード送信します。
※詳細については、別紙「入力マニュアル」を同封しますの
でご確認願います。

生産数量調査代行入力について
生産数量調査について、エイコスに代行入力をお願いする

ことも可能です。代行入力は有償となっております。料金の
目安は６６円／件、および結果資料の送付料金等となります。
希望される方は、下記に電話又はメールをしていただけれ
ば、作業詳細書及び入力シートが送付されます。
エイコス 大畠 寿裕
（TEL）045－309－0018 （Mail）sp_ohata@diary.ocn.ne.jp
（作業方法）
①入力シートをお送りしますので記入して頂き、返送願
います。
②入力シートから見積書をお送りします。
③了承いただいてから作業に入り、入力結果をお送りし
ます。
④了承して頂いた結果を調査入力結果とします。

植生アドバイザー育成講座 受講生募集
講座は、全３コースで構成されており、１年目は「Ａ 植

生調査コース」、２年目は「Ｂ 植生景観調査コース」、３年
目は「Ｃ 植生復元・モニタリングコース」と、１年ごと段
階を踏んで受講していただくことで、植生学の基礎～植生調
査手法～データの分析と植栽計画の立案～植栽とモニタリン
グを体系的に修得できるカリキュラムが組まれています。本
講座は、その優れた内容が評価され、環境省と農水省共管の
「人材認定等事業」の育成事業として登録されております。

１．日 時：平成３０年８月２６日（日）～８月２９日（水）（３泊４日）
２．内 容：
「Ａ植生調査コース」：植生学の基礎、日本の植生、植生
調査方法、野外実習、データ整理と解析

「Ｂ植生景観調査コース」：植生景観の基礎、植生景観調
査方法、野外実習、データ整理と解析、景観区分図の作
成と修復計画

「Ｃ植生復元・モニタリングコース」：生態学的緑化方
法、植生景観計画に基づいた植栽計画、植生景観に基づ
く緑化工法事例

３．講 師：植生学の専門家の先生方で実施いたします。
４．受講料：５９，０００円（税込）（研修費・宿泊費等を含みます）

※早期割引：６月３０日までのお申込みの方は
５７，０００円（税込）、協会員：５５，０００円

５．お問合先：協会事務局 佐藤 ☎０３－３５８６－７３６１まで

庭園樹部会 研修会のご案内
庭園樹部会では、庭園樹としての台杉、カシ類及びクロマ

ツ等の整姿・剪定の研修会を実施しますのでご案内いたしま
す。
開催日 平成３０年６月１２日（火）～１３日（水）
場 所 愛媛県宇和島市 南レク樹木の学習・交流の森
内 容 台杉、ウバメガシの選定、クロマツのみどり取りなど

ウバメガシ（巨木）生産地及び南楽園の視察
費 用 １７，０００円
その他 研修会の詳細については、庭園樹部会役員にお問い

合わせ下さい。

平成３０年度
植生スキルアップセミナーのご案内

このたび植生調査委員会では、下記のとおり、植生観察会
を企画いたしました。当日、植生管理士及び植生アドバイザ
ー育成講座の先生方がご案内いたします。木曽御嶽山周辺の
自然を観察しながら植生を知るプログラムになっております
ので、ぜひ参加頂けますよう、ご案内申し上げます。

記
１．日 時：平成３０年６月２４日（日）～２５日（月）
２．集 合：長野県木曽福島駅 １３：００集合
３．観察地：木曽御嶽山周辺
４．定 員：２０名程度（先着順）
５．費 用：３０，０００円（宿泊料、講師料、保険料など）
６．宿 泊：旅館「大又山荘」 長野県木曽郡王滝村
７．講座内容：御嶽自然休養林における、オオシラビソ林、モ

ミツガ林などの植物観察・植生調査、長野県西
部地震災害地の森林復旧現場視察及び植生調査

８．参加申し込み
緑化通信４月号に封入されている申込み用紙に必要事項を

ご記入のうえ、平成３０年５月２５日（金）までに、事務局 FAX
（０３－３５８６－７５７７）までご連絡下さい。参加申込を受け付け
後、参加費の振込口座や、行程の詳細などの案内をお送りし
ます。
協会事務局 佐藤 ☎０３－３５８６－７３６１

お詫び
２月号の委員長抱負で掲載された森本泰治先生を森本康滋

先生に訂正。

※平成３０年４月１日より、東京三菱UFJ銀行の行名が、
三菱UFJ銀行に変更になりました。

会 員 動 向
入会員紹介
▷池谷農園 池谷俊裕
〒４２７－０１１１ 静岡県島田市阪本３０４１
TEL・FAX０５４７－３８－０８２９
e-mail toshi-kz 56787 jv@ck.tnc.ne.jp

住所変更
▷川津園芸（福岡県）
()新 〒８３９－０８２６ 久留米市山本町耳納１６７８－１

代表者・住所変更
▷㈲熊本植木センター（熊本県）
()新 佐土原周二
()新 〒８６２－０９１６ 熊本市東区佐土原１－１４－１５

訃 報
城 勇様（城 良幸氏のお父様）
大門中央農園（埼玉県）
平成３０年４月１１日没
享年８３歳

「ハーバルガーデン」香りを空間にデザインする
著者 槇島みどり 東京農大出版会

「ハーバルガーデン」は、
もともと植物に備わる色彩
や芳香の心身への影響を機
能として積極的に生かして
ほしいとの思いを取りまと
めたものです。
この本は、必要な芳香機
能を空間に取り入れるため
の手法や、触れ合うために
有効な配植手順をモジュー
ル化によって簡略に示し、
予防医学的な新しい視点を
加えた内容です。


